
誰もが認める高品質な桃の生産地。平
成 6年から「献上桃」に選ばれ続け、
ブランド化が一層推進されています。

旧伊達郡役所をシンボルに、伊達氏発
祥の地の史跡や交通の要所・桑折宿な
ど歴史を感じる町並みが広がります。

JR 東北本線および新幹線をはじめ、
国道4号、東北自動車道、相馬福島道
路が横断し、交通網が充実しています。

自然 歴史 産業

「みんなが幸せを実感できる 元気なまち」を目指して、
「住み続けたい 住みたいまち」の実現に向けて取り組んできました。
ぜひ、このまちを一緒に創りませんか。

桑折って
どんなまち？

あなたの力を
桑折へ。

未
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企業版ふるさと納税



福島県桑折町は、果樹栽培が盛んな緑豊かな自然と、数多くの史跡や伝統ある文化を感じることができ
る町です。一方、県内各地や宮城、山形、東京方面を結ぶ交通インフラが整い、今後大型複合商業施設
や企業が進出するなど、自然と産業が調和し、多くの人を呼び込む転換期を迎えています。
こうした好機を着実にとらえ、町の魅力を一層磨き、
町民の幸福度の向上を目指しています。

「みんなが幸せを実感できる元気なまち」
新たな出会いが、新たな風を起こす―――

移住定住施策に力を入れ、今年度の「街の幸福度ランキング」（大東建託㈱調べ）
では県内 1位に選ばれました。住みやすさに魅力が高まっている今、このチャ
ンスをしっかりと捉え、確かな未来へつなげるため、さらに魅力あるまちづく
りに積極的に取り組んでまいります。ぜひ企業の皆様にお力添えいただき、応
援していただけると心強いです。

未来への展望が描ける大きな転換期へ

桑折町長 髙橋 宣博



企業様に応援していただきたい「こおり未来躍動プロジェクト」

町のシンボルである半田山や産ケ沢川
のホタルなど、先人が大切に守り継
いできた資源を次世代に継承していく
ために、再生可能エネルギーの導入推
進や公用車の電気自動車化を推進しま
す。また、今年オープンしたかわまち
づくりの拠点「ピーチリバーク157」
の管理運営などを行います。

「環境にやさしいまち」推進プロジェクト

詳細についてはこちら
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「環境にやさしいまち」推進プロジェクト01

人生100年時代とも言われる今日、町
の皆さんに心も体も健やかにいきいき
とした生活を送っていただくため、健
康増進に関する企業や団体、専門家と
連携した事業を展開する、健康づくり
のコンソーシアム「こおり健康楽会」
の運用や、特定健診未受診者の対策事
業などを行います。

「健康で活き生きと暮らせるまち」推進プロジェクト02

若者の希望に満ちた表情は、町の宝で
す。「子育てするなら桑折町」「桑折町
ならではの質の高い教育」の実現のた
め、親世代の負担を軽減する待機児童
ゼロの施策やアプリを活用した子育て
支援の充実、新しい時代に必要となる
資質・能力を育成するために ICTを活
用した教育などを行います。

「桑折っ子育成」推進プロジェクト03



企業版ふるさと納税とは？
企業の皆様が、寄附を通じて地方公共団体の行う地方創生の取り組みを応援した場合に、税制
上の優遇措置が受けられる仕組みです。令和2年度の制度改正により、最大で寄附額の約9割
が軽減され、  実質的な企業負担は約 1割まで圧縮  されることになりました。

実績

損金算入による
通常の軽減効果

約3割
❶法人住民税＋❷法人税

4 割

❸法人事業税

2 割

企業
負担

約1割

活用する
メリット

●寄附額の最大約9割の軽減効果を活用しながら、地方創生を応援できます！
●社会貢献や企業のPRをはじめとする事業展開につながります！

通常の寄附
企業版ふるさと納税

寄附額

1,000万円寄附すると、最大約900万円の法人関係税が軽減例

VOICE  / 寄附をいただいた企業様からの声

税額控除の手続きや算出に関しては、税理士や所管する税務署へご相談ください。

留 意 事 項

　子育て支援や教育に力を入れ、年々若年層の転入が増えている桑折
町。さらに特色ある ICT教育を充実させてもらえたらと、小中学校の
タブレット端末整備の一助として寄附させていただきました。未来あ
る子どもたちのために有効活用してもらえてうれしいです。

節税しながら地域貢献で子どもたちを笑顔に

令和元年度
令和2年度
令和 3年度

お問合せ
お申し込み

桑折町   総合政策課   政策推進係

024024 -582582-21152115TELTEL

〒969-1643　福島県伊達郡桑折町大字谷地字道下22-7

MAILMAIL  seisaku@town.koori.fukushima.jp

2件　1,300,000 円
1件　1,000,000 円
2件　2,500,000 円

使い道
町内小・中学校の全児童・生徒にタブレットを購入
し、今後社会に求められる情報活用能力を身につけ
るため ICT教育に活用させていただきました。

旭計器株式会社　代表取締役社長　多賀新吾様

・本制度を活用して桑折町へ寄附ができるのは、桑折町外に本社がある企業です。
・1 回あたり10万円以上の寄附が対象です。
・寄附を行うことの代償として経済的な利益を受けることは禁止されています。


